
１．そこ

僕がもうひとりいる。
あそこに。
右に。
左に。
夢をみているあいだも。
目を覚ましているあいだも。
まだ眠る必要がないあいだも。

そこかしこに性別をなくして

    いる。

姿をなくして、

鍵をかけずにいる。

なにもかもわかるように



あくびをすれば現実へ戻された。
   

・この作品のイメージ
 夢についての話し。
 夢は不定形であることが多いので、
 このように意味を説明するのが、
 難しいものになることがある。


